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30 地域史（誌）と地名
た小地名も多く承られる。
①ウシウンビハマー病気で死んだ牛馬を埋めた場所からの呼称。
②イシプイバマー釣につかう石がとれることからの呼称。
また，海域において，漁場の位置を知るために使われる方法として，アティムンと呼ばれ
る「山あて」があるが，その目印として山頂や海岸部の岩の突出端が選ばれる。たとえば，
イジナーウフクンジは山あてに使われる代表的な場所である。
つぎに，イノーおよびヒシの小地名についてみよう。
東村の海岸の前面に広がっているイノーおよびヒシには約60の小地名がつけられている。
小地名がつけられているところを承ると，ヒシおよびヒシの切れ目，イノーおよびヒシのな
かにある窪承，水面上にあらわれている岩などがおもなものである。ヒシ名は対海岸および
陸地の地名，とくに村落名に対応してつけられているものが多い。
たとえば，
①タケービシー高江（タケー）村落
②イュービシー魚（イュー）村落
③ターラメーピシ－平良（ターラ）村落
各,々のヒシには切れ目があり，この切れ目をクチと称し，それぞれにクチ名がつけられて
いる。クチはサバニなどの船がヒシを横ぎる通路であり，水路の役目を果すところである。
イノーやヒシにはクムイと称される窪承があり，これらのクムイにもクムイ名がつけられて
いる。
また，ヒシの外には，スニ（曽根）と呼ばれる魚の多く集まる海底の高まった場所があ
る。タケーズニ・ウフドゥマイズニなど9個所あり，アカマチ・シロマチなどのマチ釣りが
おこなわれている。このような漁場にもスニ名がつけられて，「山あて」によって位置を定
めて，漁をおこなっている。
5むすびにかえて
都市化・農地の基盤整備・海岸の埋立など急激な社会環境の変化に加えて，土地の事情に明
るかった人々 が激減し，祖先から受けついできた地名，とりわけ小地名が消失していきつつあ
る。地名は生きた文化財といわれるように，長い間人々 と関わってきたものである。
地名を記録し保存していくことは，地域住民の責務である。近年，沖縄における地域史(誌）
の編集のなかで，是非地名をとりあげて後世に伝えていただきたい。
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